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みんなの

文芸文芸文芸
広 場

好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい ◀
ほ
の
ぼ
の
消
し
ゴ
ム
版
画
作
品

（
版：加
治
美
千
代
　字：鶴
田
輝
子
）

◀
ミ
ナ
ミ・デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
皆
さ
ん
の
作
品

ごまちゃん　4歳
3.8キロ　女の子です。
車のエンジンルームで
オイルまみれで
見つかったごまちゃん
今ではこんなに
べっぴんさんになりました。

本
部
へ
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す

直方事業所　田代 直世さん
ごまちゃん ♀

◀
長
野
光
子（
福
岡
市
東
区
）

◀
江
上
淑
子（
水
巻
町
）

（12）

利　　率 年1.0%（単利・自動継続）
中途解約の場合、１年未満は無利息、１年以上２年未
満は年0.25%、２年以上３年未満は年0.5%の金利と
します。

　
ひ
ゃ
く
さ
い
１
２
９
号
に
同
封
し
ま
し
た
新
組
合
債
の
取
り
組
み
協

力
の
お
願
い
に
つ
き
ま
し
て
、10
月
31
日
の
募
集
期
限
ま
で
に
４
１
６
６

万
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
以
降
、
当
初
目
標
額
の
達
成
を
目
指
し
、
来
年
１
月
ま
で
募
集
期

間
を
延
長
い
た
し
ま
す
。皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
ふ
く
し
生

協
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。是
非
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
度「
設
備
投
資

の
た
め
の
組
合
債
」に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合

員
の
皆
様
へ

　
こ
の
度
は
、「
設
備
投
資
の

た
め
の
組
合
債
」（
２
０
２
１

年
度
発
行
）へ
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
を

持
ち
ま
し
て
、水
巻
事
業
所

「
に
じ
い
ろ
赤
と
ん
ぼ
」、福
津

事
業
所「
宅
老
所
第
２
た
ん
ぽ

ぽ
」は
い
ず
れ
も
拡
大
移
転
を

お
こ
な
い
、多
く
の
ご
利
用
者

様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
と
も
、組
合
活
動
へ
の

ご
協
力
と
共
に
、ご
指
導
、ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新組合債募集期間を延長します!新組合債募集期間を延長します!

募集期間 2024年８月１日～2025年１月31日
※延長しました！
※募集目標上限金額に達した時点で募集を終了します。

募集目的 施設等に係る老朽化対策とBCP対応のため
の資金づくり

利息満期期間はお申込日から３年間満期期間

３万円以上（１口１万円・３口以上でお願いします。）
なお、お申込み限度額を、お１人様1000万円までとさせて
いただきます。

申込単位

福岡県高齢者福祉生活協同組合の組合員応募資格

7,000万円（現在の到達点4,166万円）募集金額
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12月
 北九州餅つき大会
12/7（土）　13：00～15：00
会場：デイサービス夢ひろば 
　12/14（土）　13：00～15：00
会場：小規模多機能ほばしら
　嘉飯事業所
敬老フェスタ：12月内 

年明け以降開催予定
 ぬくもり事業所　作品展覧会：25年3月
ミナミ事業所　25年3月
西南事業所　　年度内
久留米事業所　年度内

職員と地域の方によるフラ
ダンスが披露されました。

ソーメン流しやカラオケ大会が行わ
れ、参加された皆さんの笑顔が溢れ
る会となりました。

地域の大正琴クラブや大和青藍高校の和太鼓演奏の他、常
勤職員による二人羽織やマツケンサンバが披露されました。

直方事業所  敬老フェスタ

当日の主役N様御年110歳（今年１
２月で）直方市長も来所され、お祝
いをいただきました。

直方事業所  敬老フェスタ

フェスタ・地域行事開催日程予定一覧

9 / 15
「施設等に係る老朽化対策とBCP対応のための申込書」に必要事項を記載の上、申込書を郵送
またはFAXにて送付いただくか、事業所までご持参ください。送付先は下記までお願いします。

お 申 込 方 法

お問い合わせ先
福岡県高齢者福祉生活協同組合 ( ふくし生協 ) 本部事務局　担当　大霜／北崎まで
〒810-0801  福岡市博多区中洲 5丁目 1-22　松月堂ビル 6階

電話 092-282-1431　　FAX 092-282-1433

　BCPとはBusiness Continuity Planの略称で、予期せぬ災
害や緊急事態が発生した際に、事業活動を継続するための包括
的な計画です。日本語では業務継続計画といいます。
　利用者の生命と健康を守り、災害や緊急事態が発生した際に
もサービスの継続を確保するために、2024年4月から介護施設
におけるBCPの策定が義務化されました。
　厚生労働省老健局は、BCPの策定にあたり介護サービス事業
者に求められる役割として、①サービスの継続②利用者の安全確
保③職員の安全確保④地域への貢献を挙げています。

必要な備え例必要な備え例

BCPって何？
　
近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、
各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
ふ
く
し

生
協
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
ご
利
用
者
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま

を
守
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
に
強
い
施
設
を
作
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
介
護
保
険
に
お
い
て
も
、
災
害
発
生
時
に
も
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」（
事
業
継
続
計
画
）
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
と

り
く
み
を
進
め
る
た
め
に
、
ふ
く
し
生
協
に
お
い
て
も
今
後
必
要
と
な
る
施
設
の

補
修
や
備
蓄
品
の
確
保
に
向
け
て
現
在
組
合
債
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
施
設
等
に
係
る
老
朽
化
対
策
と

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
た
め
の
組
合
債
』募
集
中

BCPって何？

○建物の耐震性の強化、
　窓ガラスの補強、
　設備の定期点検

○食料・飲料水などの
　備蓄品の準備
　保存水：１人当たり９リットル
　　　　 （３リットル×３日分）
　主食：１人当たり９食分
　　　 （３食×３日分）
　※アルファ化米、クラッカー、
　　乾パン、カップ麺 など

○安全な避難先として施設を
　提供するために必要な物資
　毛布：１人当たり１枚
　乾電池・非常用電源
　懐中電灯
　衛生用品
　携帯ラジオ
　救急医療薬品類

○緊急時の職員確保に
　むけた連絡体制・
　ネットワークの整備

　ひ
ま
わ
り
事
業
所
、
直
方
事
業
所
で
は
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
、
地
域
行
事
を
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
、
福
津
事
業
所
で
は
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
合
わ
せ
支
部
運
営
委
員
会
が
再
開
さ
れ
、

地
域
の
運
営
委
員
会
の
方
々
と
協
力
し
て
フ
ェ
ス
タ
の
運
営
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　ど
の
事
業
所
も
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
職
員
も
多
く
、
苦
心
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、当
日
は
た
く
さ
ん
の
参
加
者
の
笑
顔
の
溢
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ふ
く
し
生
協
は
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
ご
と
の
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
交
流
を
広
げ
、「
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
集

ま
れ
る
場
所
づ
く
り
」を
強
化
月
間
を
通
じ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２０２４年度生協強化月間・地域にふくし生協を知らせよう！

３年前に100万円の組合債に応募しました。満

期を迎えて3万円の利息が付いたの、利息の受

け取りを楽しみにしています。また３年後を楽し

みに、新しい組合債に協力させていただきます。

職員です。これまでの組合債は全額出資金に切

り替えて、新しい組合債に新規に申し込みます。

周りの組合員さんや、連携している病院の先生に

も声を掛けたら、快く協力してくれましたよー。

たのしか荘（西南事業所）の立ち上げに参加しました。今は立派な建物に

なったので、地震が来た時にも安心して避難できる場所だと思います。私た

ちが作った地域の介護施設が世の中の役に立っていることがとても嬉しい

です。引き続き、協力させていただきます。

協力を募る中で、多くの皆様からの応援の言葉をいただいています!!協力を募る中で、多くの皆様からの応援の言葉をいただいています!!

　
福
津
事
業
所
・
第
２
た
ん
ぽ
ぽ
に
て
初
の
試
み
と
な
る
た
ん
ぽ

ぽ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
利
用
者
さ
ん
や
利
用

者
さ
ん
の
ご
家
族
、地
域
の
子
供
た
ち
を
含
め
て
50
名
を
超
え
る

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

福津・たんぽぽフェスタ  11月４日
福津・たんぽぽフェスタ  11月４日

ひまわり事業所  フェスタ交流会ひまわり事業所  フェスタ交流会
9 / 14
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BCPって何？
　
近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、
各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
ふ
く
し

生
協
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
ご
利
用
者
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま

を
守
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
に
強
い
施
設
を
作
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
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に
介
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保
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て
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、
災
害
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に
も
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業
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続
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と
が
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き
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「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」（
事
業
継
続
計
画
）
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義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
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こ
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と
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く
み
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進
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め
に
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ふ
く
し
生
協
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も
今
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必
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と
な
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施
設
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補
修
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備
蓄
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確
保
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現
在
組
合
債
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取
り
組
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進
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ま
す
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ま
わ
り
事
業
所
、
直
方
事
業
所
で
は
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
、
地
域
行
事
を
開
催
し
ま
し

た
。ま
た
、
福
津
事
業
所
で
は
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
合
わ
せ
支
部
運
営
委
員
会
が
再
開
さ
れ
、
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域
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し
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参
加
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笑
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溢
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会
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な
り
ま
し
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が
安
心
し
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集

ま
れ
る
場
所
づ
く
り
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強
化
月
間
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通
じ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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期を迎えて3万円の利息が付いたの、利息の受

け取りを楽しみにしています。また３年後を楽し

みに、新しい組合債に協力させていただきます。

職員です。これまでの組合債は全額出資金に切

り替えて、新しい組合債に新規に申し込みます。

周りの組合員さんや、連携している病院の先生に

も声を掛けたら、快く協力してくれましたよー。

たのしか荘（西南事業所）の立ち上げに参加しました。今は立派な建物に

なったので、地震が来た時にも安心して避難できる場所だと思います。私た

ちが作った地域の介護施設が世の中の役に立っていることがとても嬉しい

です。引き続き、協力させていただきます。

協力を募る中で、多くの皆様からの応援の言葉をいただいています!!協力を募る中で、多くの皆様からの応援の言葉をいただいています!!

　
福
津
事
業
所
・
第
２
た
ん
ぽ
ぽ
に
て
初
の
試
み
と
な
る
た
ん
ぽ

ぽ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
利
用
者
さ
ん
や
利
用

者
さ
ん
の
ご
家
族
、地
域
の
子
供
た
ち
を
含
め
て
50
名
を
超
え
る

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

福津・たんぽぽフェスタ  11月４日
福津・たんぽぽフェスタ  11月４日

ひまわり事業所  フェスタ交流会ひまわり事業所  フェスタ交流会
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日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
１

９
４
６
年
生
ま
れ
の
私
は
、
板
付
米

軍
基
地
の
近
く
で
生
活
し
て
き
た

こ
と
や
、
小
学
校
の
教
師
に
社
会
科

授
業
で
「
戦
争
は
し
な
い
と
定
め
た

憲
法
九
条
」
を
学
ん
だ
こ
と
で
、

ず
っ
と
「
憲
法
」
に
関
心
を
持
っ
て

き
ま
し
た
。学
生
時
代
に
、
歴
史
学

者
家
永
三
郎
（「
教
科
書
検
定
違
憲

訴
訟
で
著
名
」）
の
著
書
で
「
軍
人
で

あ
り
な
が
ら
『
軍
備
撤
廃
』
を
論
じ

た
水
野
広
徳
」
を
知
り
ま
し
た
。そ

の
後
、
２
０
０
４
年
に
大
江
健
三
郎

ら
９
人
が
思
想
信
条
を
超
え
て
「
憲

法
９
条
を
守
る
」
の
一
点
で
「
九
条

の
会
」
運
動
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

す
。九
条
の
下
で
育
っ
て
き
た
私
は

九
条
の
会
運
動
に
参
加
し
、
78
回
目

の
憲
法
公
布
記
念
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。「
戦
争
へ
の
道
」
が
語
ら
れ
始

め
、
タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
さ
ん
の

「
新
し
い
戦
前
」
が
評
判
に
な
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
さ
ら
に
進
み
「
準

戦
時
体
制
」
だ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。い
ま
、
改
め
て
、「
帝
国
主
義

日
本
に
Ｎ
Ｏ
と
い
っ
た
軍
人
水
野

広
徳
（
大
内
信
也
著
　
雄
山
閣
刊
）」

と
「
憲
法
９
条
の
思
想
水
脈
（
山
村

信
一
著
　
朝
日
新
聞
社
刊
）
の
力
を

借
り
て
、
水
野
に
つ
い
て
紹
介
し
、

「
戦
争
へ
の
道
を
止
め
る
力
」
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
武
力
平
和
論
」か
ら

「
軍
備
全
廃
論
」に

　
水
野
は
１
８
７
５
年
に
生
ま
れ
、

敗
戦
直
後
の
１
９
４
５
年
に
亡
く
な

り
ま
す
。海
軍
軍
人
と
し
て
日
露
戦

争
に
参
戦
し
、
そ
の
体
験
を
踏
ま
え
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る「
此
一
戦（
１

９
１
１
年
）」
を
著
し
、
文
名
を
博
し

ま
す
。こ
の
頃
の
水
野
は
、
軍
備
の
増

強
が
抑
止
力
に
な
っ
て
強
国
間
の
戦

争
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
武

力
平
和
論
』
の
立
場
で
し
た
。し
か

し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
視
察
に
よ
っ
て
、
強
大
な
軍
備
を

持
っ
た
国
家
間
の
戦
争
が
い
か
に
残

酷
で
あ
り
、
戦
勝
国
も
敗
戦
国
も
深

い
傷
跡
を
残
す
の
を
痛
感
し
、「
愛
国

的
見
地
か
ら
軍
備
撤
廃
、
戦
争
絶
滅
」

を
主
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ

し
て
、
１
９
１
９
年
８
月
に
ベ
ル
リ

ン
に
於
い
て
、政
治
家
、軍
人
な
ど
在

留
邦
人
を
前
に
し
て
、「
凡
そ
戦
争
を

防
ぎ
、
戦
争
を
避
く
る
途
は
一
に
し

て
足
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
と
は
言
え
、
即

時
実
効
を
挙
げ
る
の
は
、
各
国
民
の

良
知
と
勇
断
と
に
よ
る
軍
備
の
撤
廃

あ
る
の
み
で
あ
る
。―
略
―
　
我
が

国
は
列
国
に
率
先
し
て
軍
備
の
撤
廃

を
世
界
に
向
か
っ
て
提
唱
す
べ
き
で

あ
る
。こ
れ
が
日
本
の
生
き
る
最
も

安
全
の
策
で
あ
る
と
信
ず
る
」
と

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
の

で
す
。現
在
「
防
衛
力
」
に
名
を
借
り

「
軍
事
増
強
」
を
叫
ぶ
政
治
家
に
腹
の

底
か
ら
聞
か
せ
た
い
ス
ピ
ー
チ
だ
と

思
い
ま
す
。

「
帝
国
主
義
日
本
に
Ｎ
Ｏ
」
の
発

言
、「
著
書
発
禁
」さ
ら
に「
執
筆
禁

止
」に

　
水
野
は
海
軍
を
辞
し
、
評
論
活
動

に
お
い
て
天
皇
大
権
、
軍
制
の
基
本

に
メ
ス
に
い
れ
る
の
を
は
じ
め
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
論
陣
を
張

り
ま
す
。と
く
に
、
１
９
３
２
年
に
ア

メ
リ
カ
仮
想
敵
国
論
に
反
対
し
、『
打

開
か
破
滅
か
　
攻
防
の
此
の
一
戦
』

で
日
米
未
来
戦
争
を
描
き
ま
す
。た

だ
ち
に
発
禁
と
な
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
は
実
際
に
日
米
戦
争
の
戦
時
下
の

欠
乏
生
活
と
空
襲
で
逃
げ
惑
う
国
民

の
姿
な
ど
が
活
写
さ
れ
現
実
化
し
ま

す
。家
永
三
郎
は
そ
の
こ
と
に
驚
嘆

し
、「
反
戦
平
和
思
想
家
」
と
し
て
紹

介
、
大
内
信
也
は「
忘
れ
ら
れ
た
思
想

家
」
だ
と
い
い
ま
す
。１
９
４
５
年
10

月
に
急
逝
し
た
の
で
、
戦
争
放
棄
と

戦
力
の
不
保
持
を
定
め
た
日
本
国
憲

法
に
は
出
会
わ
な
い
ま
ま
で
し
た
。

　
水
野
は
も
っ
と
語
ら
れ
る
べ
き
人

物
だ
と
思
い
ま
す
。先
の
戦
時
下
に

あ
っ
て
も
、
戦
争
Ｎ
Ｏ
！
軍
備
よ
り

福
祉
を
論
じ
求
め
た
人
々
が
も
っ
と

紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
、
国
民
の
願
い

に
沿
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。近
く

「
戦
争
絶
滅
請
負
法
案
と
長
谷
川
如

是
閑
」
に
つ
い
て
も
触
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
日
下
部
恭
久
　
東
区
香
椎
在
住
）

軍
備
撤
廃
論
を
論
じ
た
海
軍
大
佐『
水
野
広
徳
』

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の

　
昨
年
に
引
き
続
き
「
ふ
く
し
生
協
カ
レ
ン
ダ
ー

二
〇
二
五
年
版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。各
事
業
所
に

無
料
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

事
業
所
に
立
ち
寄
ら
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
お
求
め

く
だ
さ
い
。

（
本
部
事
務
局
）

ふ
く
し
生
協
カ
レ
ン
ダ
ー

ふ
く
し
生
協
カ
レ
ン
ダ
ー

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　強化月間の最初の一か月が経過しました。強化月
間の取り組みの一つである各事業所の地域行事・
フェスタが続 と々開催されています。また、９月号にて
紹介した国会請願署名の取り組みではたくさんの
協力をいただくなど、地域の皆さんの力が続 と々ふく
し生協に集まっています。 　　  （編集委員会 世利）

生協強化月間目標達成に向けて 組合員数
10月末 組合員数　5,159人
８月　  新規加入者　19名
９月　  新規加入者　20名
10月　 新規加入者　39名
出資金額
10月末出資金総額　3億9802万548円

　
本
年
度
に
改
定
さ
れ
た
介
護

保
険
は
前
年
度
に
取
り
組
み
を

い
た
だ
い
た
「
介
護
保
険
制
度
の

改
善
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
提
起
さ
れ
て
い

た
利
用
者
負
担
増
や
要
介
護
１
、

２
の
総
合
事
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
転

換
な
ど
の
改
悪
は
行
わ
れ
ず
、
継

続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬

の
引
き
下
げ
な
ど
、
介
護
に
従
事

す
る
職
員
へ
の
処
遇
は
不
十
分
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
く
し
生
協
で
は
本
年
も
継

続
し
て
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
る

た
め
、
国
会
請
願
署
名
に
取
り
組

み
ま
す
。前
号
に
同
封
し
た
署
名

に
は
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
、

早
速
１
４
８
７
筆
（
11
／
８
時
点
）

の
署
名
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
経
済
的

な
心
配
を
せ
ず
、
必
要
な
時
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、
提
供
で

き
る
制
度
と
そ
れ
に
従
事
す
る

職
員
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
た

め
、
同
署
名
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。署
名
用
紙
と
返

信
用
封
筒
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。　
　
　
　 （
本
部
事
務
局
）

国 会 請 願 署 名
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日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
１

９
４
６
年
生
ま
れ
の
私
は
、
板
付
米

軍
基
地
の
近
く
で
生
活
し
て
き
た

こ
と
や
、
小
学
校
の
教
師
に
社
会
科

授
業
で
「
戦
争
は
し
な
い
と
定
め
た

憲
法
九
条
」
を
学
ん
だ
こ
と
で
、

ず
っ
と
「
憲
法
」
に
関
心
を
持
っ
て

き
ま
し
た
。学
生
時
代
に
、
歴
史
学

者
家
永
三
郎
（「
教
科
書
検
定
違
憲

訴
訟
で
著
名
」）
の
著
書
で
「
軍
人
で

あ
り
な
が
ら
『
軍
備
撤
廃
』
を
論
じ

た
水
野
広
徳
」
を
知
り
ま
し
た
。そ

の
後
、
２
０
０
４
年
に
大
江
健
三
郎

ら
９
人
が
思
想
信
条
を
超
え
て
「
憲

法
９
条
を
守
る
」
の
一
点
で
「
九
条

の
会
」
運
動
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

す
。九
条
の
下
で
育
っ
て
き
た
私
は

九
条
の
会
運
動
に
参
加
し
、
78
回
目

の
憲
法
公
布
記
念
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。「
戦
争
へ
の
道
」
が
語
ら
れ
始

め
、
タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
さ
ん
の

「
新
し
い
戦
前
」
が
評
判
に
な
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
さ
ら
に
進
み
「
準

戦
時
体
制
」
だ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。い
ま
、
改
め
て
、「
帝
国
主
義

日
本
に
Ｎ
Ｏ
と
い
っ
た
軍
人
水
野

広
徳
（
大
内
信
也
著
　
雄
山
閣
刊
）」

と
「
憲
法
９
条
の
思
想
水
脈
（
山
村

信
一
著
　
朝
日
新
聞
社
刊
）
の
力
を

借
り
て
、
水
野
に
つ
い
て
紹
介
し
、

「
戦
争
へ
の
道
を
止
め
る
力
」
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
武
力
平
和
論
」か
ら

「
軍
備
全
廃
論
」に

　
水
野
は
１
８
７
５
年
に
生
ま
れ
、

敗
戦
直
後
の
１
９
４
５
年
に
亡
く
な

り
ま
す
。海
軍
軍
人
と
し
て
日
露
戦

争
に
参
戦
し
、
そ
の
体
験
を
踏
ま
え
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る「
此
一
戦（
１

９
１
１
年
）」
を
著
し
、
文
名
を
博
し

ま
す
。こ
の
頃
の
水
野
は
、
軍
備
の
増

強
が
抑
止
力
に
な
っ
て
強
国
間
の
戦

争
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
武

力
平
和
論
』
の
立
場
で
し
た
。し
か

し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
視
察
に
よ
っ
て
、
強
大
な
軍
備
を

持
っ
た
国
家
間
の
戦
争
が
い
か
に
残

酷
で
あ
り
、
戦
勝
国
も
敗
戦
国
も
深

い
傷
跡
を
残
す
の
を
痛
感
し
、「
愛
国

的
見
地
か
ら
軍
備
撤
廃
、
戦
争
絶
滅
」

を
主
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ

し
て
、
１
９
１
９
年
８
月
に
ベ
ル
リ

ン
に
於
い
て
、政
治
家
、軍
人
な
ど
在

留
邦
人
を
前
に
し
て
、「
凡
そ
戦
争
を

防
ぎ
、
戦
争
を
避
く
る
途
は
一
に
し

て
足
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
と
は
言
え
、
即

時
実
効
を
挙
げ
る
の
は
、
各
国
民
の

良
知
と
勇
断
と
に
よ
る
軍
備
の
撤
廃

あ
る
の
み
で
あ
る
。―
略
―
　
我
が

国
は
列
国
に
率
先
し
て
軍
備
の
撤
廃

を
世
界
に
向
か
っ
て
提
唱
す
べ
き
で

あ
る
。こ
れ
が
日
本
の
生
き
る
最
も

安
全
の
策
で
あ
る
と
信
ず
る
」
と

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
の

で
す
。現
在
「
防
衛
力
」
に
名
を
借
り

「
軍
事
増
強
」
を
叫
ぶ
政
治
家
に
腹
の

底
か
ら
聞
か
せ
た
い
ス
ピ
ー
チ
だ
と

思
い
ま
す
。

「
帝
国
主
義
日
本
に
Ｎ
Ｏ
」
の
発

言
、「
著
書
発
禁
」さ
ら
に「
執
筆
禁

止
」に

　
水
野
は
海
軍
を
辞
し
、
評
論
活
動

に
お
い
て
天
皇
大
権
、
軍
制
の
基
本

に
メ
ス
に
い
れ
る
の
を
は
じ
め
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
論
陣
を
張

り
ま
す
。と
く
に
、
１
９
３
２
年
に
ア

メ
リ
カ
仮
想
敵
国
論
に
反
対
し
、『
打

開
か
破
滅
か
　
攻
防
の
此
の
一
戦
』

で
日
米
未
来
戦
争
を
描
き
ま
す
。た

だ
ち
に
発
禁
と
な
り
ま
す
が
、
そ
こ

に
は
実
際
に
日
米
戦
争
の
戦
時
下
の

欠
乏
生
活
と
空
襲
で
逃
げ
惑
う
国
民

の
姿
な
ど
が
活
写
さ
れ
現
実
化
し
ま

す
。家
永
三
郎
は
そ
の
こ
と
に
驚
嘆

し
、「
反
戦
平
和
思
想
家
」
と
し
て
紹

介
、
大
内
信
也
は「
忘
れ
ら
れ
た
思
想

家
」
だ
と
い
い
ま
す
。１
９
４
５
年
10

月
に
急
逝
し
た
の
で
、
戦
争
放
棄
と

戦
力
の
不
保
持
を
定
め
た
日
本
国
憲

法
に
は
出
会
わ
な
い
ま
ま
で
し
た
。

　
水
野
は
も
っ
と
語
ら
れ
る
べ
き
人

物
だ
と
思
い
ま
す
。先
の
戦
時
下
に

あ
っ
て
も
、
戦
争
Ｎ
Ｏ
！
軍
備
よ
り

福
祉
を
論
じ
求
め
た
人
々
が
も
っ
と

紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
、
国
民
の
願
い

に
沿
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。近
く

「
戦
争
絶
滅
請
負
法
案
と
長
谷
川
如

是
閑
」
に
つ
い
て
も
触
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
日
下
部
恭
久
　
東
区
香
椎
在
住
）

軍
備
撤
廃
論
を
論
じ
た
海
軍
大
佐『
水
野
広
徳
』

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の

　
昨
年
に
引
き
続
き
「
ふ
く
し
生
協
カ
レ
ン
ダ
ー

二
〇
二
五
年
版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。各
事
業
所
に

無
料
で
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

事
業
所
に
立
ち
寄
ら
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
お
求
め

く
だ
さ
い
。

（
本
部
事
務
局
）

ふ
く
し
生
協
カ
レ
ン
ダ
ー

ふ
く
し
生
協
カ
レ
ン
ダ
ー

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　強化月間の最初の一か月が経過しました。強化月
間の取り組みの一つである各事業所の地域行事・
フェスタが続 と々開催されています。また、９月号にて
紹介した国会請願署名の取り組みではたくさんの
協力をいただくなど、地域の皆さんの力が続 と々ふく
し生協に集まっています。 　　  （編集委員会 世利）

生協強化月間目標達成に向けて 組合員数
10月末 組合員数　5,159人
８月　  新規加入者　19名
９月　  新規加入者　20名
10月　 新規加入者　39名
出資金額
10月末出資金総額　3億9802万548円

　
本
年
度
に
改
定
さ
れ
た
介
護

保
険
は
前
年
度
に
取
り
組
み
を

い
た
だ
い
た
「
介
護
保
険
制
度
の

改
善
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
提
起
さ
れ
て
い

た
利
用
者
負
担
増
や
要
介
護
１
、

２
の
総
合
事
業
へ
の
サ
ー
ビ
ス
転

換
な
ど
の
改
悪
は
行
わ
れ
ず
、
継

続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬

の
引
き
下
げ
な
ど
、
介
護
に
従
事

す
る
職
員
へ
の
処
遇
は
不
十
分
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
く
し
生
協
で
は
本
年
も
継

続
し
て
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
る

た
め
、
国
会
請
願
署
名
に
取
り
組

み
ま
す
。前
号
に
同
封
し
た
署
名

に
は
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
、

早
速
１
４
８
７
筆
（
11
／
８
時
点
）

の
署
名
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
経
済
的

な
心
配
を
せ
ず
、
必
要
な
時
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、
提
供
で

き
る
制
度
と
そ
れ
に
従
事
す
る

職
員
の
待
遇
改
善
を
求
め
る
た

め
、
同
署
名
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。署
名
用
紙
と
返

信
用
封
筒
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。　
　
　
　 （
本
部
事
務
局
）

国 会 請 願 署 名

3
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年
金
は
、い
つ
か
ら
も
ら
え
ば

い
い
？

Q
　
私
の
年
金
支
給
開
始
は
65
歳

で
す
。年
金
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い

け
な
い
の
で
、
65
歳
以
降
も
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
く
予
定
で
す
。 

年
金
の
受

け
取
り
を
遅
ら
せ
る
と
年
金
額
が

増
え
る
と
聞
き
ま
し
た
。働
い
て
い

る
間
は
年
金
を
も
ら
わ
ず
に
、
受
け

取
り
を
遅
ら
せ
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
か

A
　
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
65
歳
に
な
る
と
、
そ

の
人
本
来
の
満
額
の
年
金
（
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
）
が
も
ら

え
ま
す
。し
か
し
、
年
金
だ
け
で
暮

ら
し
て
い
く
の
は
き
び
し
い
と
感

じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
お
金
の
た
め
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
65
歳
以
降
も
働

き
続
け
る
人
は
増
え
て
い
ま
す
。給

料
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
で

あ
れ
ば
、
年
金
の
受
け
取
り
を
遅
ら

せ
て
、
退
職
後
に
増
え
た
年
金
で
暮

ら
す
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
プ
ラ

ン
で
す
。70
歳
ま
で
受
け
取
り
を
遅

ら
せ
ば
42
％
増
額
し
ま
す
。年
間
２

０
０
万
円
の
年
金
で
あ
れ
ば
、
２
８

４
万
円
で
す
。75
歳
ま
で
遅
ら
せ
ば

84
％
増
額
し
ま
す
。１
ヵ
月
遅
ら
せ

る
ご
と
に
0
・
7
％
増
え
ま
す
。

　
一
見
、
よ
さ
そ
う
で
す
が
、
よ
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。年

金
収
入
が
増
え
る
の
は
う
れ
し
い

で
す
が
、
増
え
て
ほ
し
く
な
い
も
の

ま
で
増
え
ま
す
。そ
れ
は
税
金
や
保

　地域とのつながりがうすくなり、ひとりぼっちになりがちの現代社会。ささいな

「薬を取りに行って欲しいな・・・」「入院中の洗濯物を頼めないかな・・・」など、
日常にはまだまだ、たくさんの困りごとがあります。その一つひとつを解決したい。
「ひゃくさい」でこれまでの実例を紹介します。

ひとりで抱え込んでいませんか?
く ら し の お困りごと....

　こ
と
の
始
め
は
、
本
部
担
当
者
か

ら
の
連
絡
…
「
お
困
り
ご
と
で
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。現
在
入
院

さ
れ
て
い
る
方
で
、
長
期
間
入
院
さ

れ
て
い
た
の
で
荷
物
が
多
く
、
退
院

時
に
1
人
で
運
べ
な
い
。手
伝
っ
て

ほ
し
い
」と
い
う
相
談
で
し
た
。

　
話
を
聞
く
と
、
荷
物
を
箱
詰
め
に

し
た
ら
80
個
程
度
の
量
で
、
自
宅
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
無
い
団
地
の
３

階
と
言
わ
れ
心
の
中
で
、
難
し
そ
う

だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
「
わ
か
り
ま

し
た
。私
達
で
で
き
る
か
ど
う
か
確

認
し
て
連
絡
し
ま
す
！
」
と
明
る
く

返
事
。本
部
担
当
者
と
内
容
を
話
し

検
討
し
ま
し
た
が
「
私
達
で
は
体
力

的
に
も
無
理
。や
は
り
引
っ
越
し
屋

さ
ん
に
頼
ん
で
い
た
だ
こ
う
」
と
い

う
結
論
に
な
り
、
相
談
者
に
「
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
引
っ
越
し
屋
さ

ん
に
頼
ま
れ
た
方
が
安
心
か
と
思

い
ま
す
」と
、お
断
り
の
連
絡
を
入

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
数
日
後
に
相
談
者
か
ら

連
絡
が
入
り
ま
し
た
。「
引
っ
越
し

屋
さ
ん
に
相
談
し
た
の
で
す
が
、
私

は
荷
物
と
一
緒
に
車
に
乗
れ
ず
、
タ

ク
シ
ー
で
帰
る
し
か
な
い
の
で
す

が
、
私
は
タ
ク
シ
ー
が
嫌
い
で
乗
り

た
く
な
い
。一
人
暮
ら
し
の
た
め
私

が
到
着
す
る
ま
で
引
っ
越
し
屋
さ

ん
に
待
っ
て
も
ら
う
の
も
心
苦
し

い
。何
と
か
そ
ち
ら
に
お
願
い
で
き

ま
せ
ん
か
？
」
と
の
こ
と
。話
を
聞

き
「
わ
か
り
ま
し
た
。そ
れ
で
は
一

度
見
積
も
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

も
う
一
度
検
討
し
て
み
ま
す
」
と
会

う
約
束
を
し
ま
し
た
。後
日
入
院
先

に
伺
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
荷
物
は

多
い
で
す
が
ミ
ニ
バ
ン
の
車
に
載

る
程
度
と
判
断
。退
院
の
お
手
伝
い

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。お
手

伝
い
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
相
談
者

に
ふ
く
し
生
協
と
ゆ
い
サ
ポ
ー
ト

の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
、

快
く
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と

退
院
予
定
日
の
確
認
や
世
間
話
を

し
て
い
る
と
「
腕
が
痛
く
て
荷
造
り

が
で
き
そ
う
も
な
い
の
で
、ゆ
い
サ

ポ
ー
ト
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
？
」
と
新
た
な
相
談
を
受

け
、手
伝
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
荷
造
り
も
終
わ
り
退
院
の
日
を

迎
え
ま
し
た
。私
は
1
人
で
は
無
理

と
思
い
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
応
援
を
お
願
い
し
２
人
対
応
で

向
か
い
ま
し
た
。と
て
も
蒸
し
暑
い

日
で
し
た
。荷
物
を
積
み
終
わ
り
、

３
人
の
看
護
婦
さ
ん
に
見
送
ら
れ

病
院
を
出
発
し
ま
し
た
。自
宅
ま
で

の
道
中
、
相
談
者
よ
り
「
時
間
が

あ
っ
た
ら
お
風
呂
の
掃
除
と
ベ
ラ

ン
ダ
の
掃
除
も
願
い
で
き
ま
す

か
？
」
と
言
わ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
と
相

談
し
「
時
間
が
あ
れ
ば
や
り
ま
す
」

と
返
事
を
し
ま
し
た
。自
宅
に
到
着

し
、
１
時
間
程
で
３
階
ま
で
階
段
で

の
荷
物
の
担
ぎ
上
げ
が
終
わ
り
ま

し
た
。そ
の
後
、
約
束
通
り
の
掃
除

を
行
い
相
談
者
の
家
を
後
に
し
ま

し
た
。車
に
戻
り
滝
の
よ
う
に
流
れ

る
汗
を
拭
き
な
が
ら
、
２
人
で
「
何

と
か
な
っ
た
ね
。頑
張
っ
た
ね
。達

成
感
あ
る
よ
ね
」
と
お
互
い
を
称
え

な
が
ら
、
少
し
清
々
し
い
気
持
ち
で

帰
り
ま
し
た
。

（
東
事
業
所

　後
藤

　淳
一
）

ゆ
い
サ
ポ
ー
ト
体
験
記

ぜひ「ひゃくさい」に投稿して下さい
機関紙「ひゃくさい」では皆様のご投稿をお待ちしています。例えば

◆うちのワンニャン
　ペットの写真と名前
◆私の長生き健康法
　日頃の健康の為の習慣
◆わが職場自慢
　デイのレク・食事自慢

◆読者エッセイ
　日記やエッセイなど
◆わたしのSDGｓ
　日常でのSDGｓの実践
　　　　　　　　等々…
　　　　お待ちしてます

ぜひ「ひゃくさい」に投稿して下さい

険
料
で
す
。特
に
介
護
保
険
料
、
医

療
保
険
料
の
負
担
は
大
き
く
な
り

ま
す
。ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
の
利
用
者
負
担
も
、
年

金
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
１
割

負
担
が
２
割
負
担
に
な
る
な
ど
、
負

担
割
合
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。70
歳
以
上
の
人
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
増
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
通
院
も
増
え
る

で
し
ょ
う
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
す
。そ

の
よ
う
な
と
き
に
、
費
用
が
増
え
る

と
、
生
活
も
き
び
し
く
な
り
ま
す
。

65
歳
か
ら
通
常
ど
お
り
年
金
を
受

給
し
て
、
使
わ
な
い
年
金
は
プ
ー
ル

し
て
将
来
に
備
え
る
と
い
う
の
も

ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
お
話
し
す
る
と
、

い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
両
方
を
理
解
し

て
選
択
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

▲65歳 ▲70歳繰下げ申出 ▲終身

老齢基礎年金142％

老齢厚生年金142％
支給なし

繰下げ1ヵ月ごとに

0.7％増
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年
金
は
、い
つ
か
ら
も
ら
え
ば

い
い
？

Q
　
私
の
年
金
支
給
開
始
は
65
歳

で
す
。年
金
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い

け
な
い
の
で
、
65
歳
以
降
も
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
く
予
定
で
す
。 
年
金
の
受

け
取
り
を
遅
ら
せ
る
と
年
金
額
が

増
え
る
と
聞
き
ま
し
た
。働
い
て
い

る
間
は
年
金
を
も
ら
わ
ず
に
、
受
け

取
り
を
遅
ら
せ
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
か

A
　
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
こ
と

が
あ
る
人
は
、
65
歳
に
な
る
と
、
そ

の
人
本
来
の
満
額
の
年
金
（
老
齢
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
）
が
も
ら

え
ま
す
。し
か
し
、
年
金
だ
け
で
暮

ら
し
て
い
く
の
は
き
び
し
い
と
感

じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
お
金
の
た
め
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
65
歳
以
降
も
働

き
続
け
る
人
は
増
え
て
い
ま
す
。給

料
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
で

あ
れ
ば
、
年
金
の
受
け
取
り
を
遅
ら

せ
て
、
退
職
後
に
増
え
た
年
金
で
暮

ら
す
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
プ
ラ

ン
で
す
。70
歳
ま
で
受
け
取
り
を
遅

ら
せ
ば
42
％
増
額
し
ま
す
。年
間
２

０
０
万
円
の
年
金
で
あ
れ
ば
、
２
８

４
万
円
で
す
。75
歳
ま
で
遅
ら
せ
ば

84
％
増
額
し
ま
す
。１
ヵ
月
遅
ら
せ

る
ご
と
に
0
・
7
％
増
え
ま
す
。

　
一
見
、
よ
さ
そ
う
で
す
が
、
よ
い

こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。年

金
収
入
が
増
え
る
の
は
う
れ
し
い

で
す
が
、
増
え
て
ほ
し
く
な
い
も
の

ま
で
増
え
ま
す
。そ
れ
は
税
金
や
保

　地域とのつながりがうすくなり、ひとりぼっちになりがちの現代社会。ささいな

「薬を取りに行って欲しいな・・・」「入院中の洗濯物を頼めないかな・・・」など、
日常にはまだまだ、たくさんの困りごとがあります。その一つひとつを解決したい。
「ひゃくさい」でこれまでの実例を紹介します。

ひとりで抱え込んでいませんか?
く ら し の お困りごと....

　こ
と
の
始
め
は
、
本
部
担
当
者
か

ら
の
連
絡
…
「
お
困
り
ご
と
で
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。現
在
入
院

さ
れ
て
い
る
方
で
、
長
期
間
入
院
さ

れ
て
い
た
の
で
荷
物
が
多
く
、
退
院

時
に
1
人
で
運
べ
な
い
。手
伝
っ
て

ほ
し
い
」と
い
う
相
談
で
し
た
。

　
話
を
聞
く
と
、
荷
物
を
箱
詰
め
に

し
た
ら
80
個
程
度
の
量
で
、
自
宅
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
無
い
団
地
の
３

階
と
言
わ
れ
心
の
中
で
、
難
し
そ
う

だ
な
と
思
い
な
が
ら
も
「
わ
か
り
ま

し
た
。私
達
で
で
き
る
か
ど
う
か
確

認
し
て
連
絡
し
ま
す
！
」
と
明
る
く

返
事
。本
部
担
当
者
と
内
容
を
話
し

検
討
し
ま
し
た
が
「
私
達
で
は
体
力

的
に
も
無
理
。や
は
り
引
っ
越
し
屋

さ
ん
に
頼
ん
で
い
た
だ
こ
う
」
と
い

う
結
論
に
な
り
、
相
談
者
に
「
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
引
っ
越
し
屋
さ

ん
に
頼
ま
れ
た
方
が
安
心
か
と
思

い
ま
す
」と
、お
断
り
の
連
絡
を
入

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
数
日
後
に
相
談
者
か
ら

連
絡
が
入
り
ま
し
た
。「
引
っ
越
し

屋
さ
ん
に
相
談
し
た
の
で
す
が
、
私

は
荷
物
と
一
緒
に
車
に
乗
れ
ず
、
タ

ク
シ
ー
で
帰
る
し
か
な
い
の
で
す

が
、
私
は
タ
ク
シ
ー
が
嫌
い
で
乗
り

た
く
な
い
。一
人
暮
ら
し
の
た
め
私

が
到
着
す
る
ま
で
引
っ
越
し
屋
さ

ん
に
待
っ
て
も
ら
う
の
も
心
苦
し

い
。何
と
か
そ
ち
ら
に
お
願
い
で
き

ま
せ
ん
か
？
」
と
の
こ
と
。話
を
聞

き
「
わ
か
り
ま
し
た
。そ
れ
で
は
一

度
見
積
も
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

も
う
一
度
検
討
し
て
み
ま
す
」
と
会

う
約
束
を
し
ま
し
た
。後
日
入
院
先

に
伺
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
荷
物
は

多
い
で
す
が
ミ
ニ
バ
ン
の
車
に
載

る
程
度
と
判
断
。退
院
の
お
手
伝
い

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。お
手

伝
い
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
相
談
者

に
ふ
く
し
生
協
と
ゆ
い
サ
ポ
ー
ト

の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
、

快
く
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と

退
院
予
定
日
の
確
認
や
世
間
話
を

し
て
い
る
と
「
腕
が
痛
く
て
荷
造
り

が
で
き
そ
う
も
な
い
の
で
、ゆ
い
サ

ポ
ー
ト
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
？
」
と
新
た
な
相
談
を
受

け
、手
伝
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
荷
造
り
も
終
わ
り
退
院
の
日
を

迎
え
ま
し
た
。私
は
1
人
で
は
無
理

と
思
い
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
応
援
を
お
願
い
し
２
人
対
応
で

向
か
い
ま
し
た
。と
て
も
蒸
し
暑
い

日
で
し
た
。荷
物
を
積
み
終
わ
り
、

３
人
の
看
護
婦
さ
ん
に
見
送
ら
れ

病
院
を
出
発
し
ま
し
た
。自
宅
ま
で

の
道
中
、
相
談
者
よ
り
「
時
間
が

あ
っ
た
ら
お
風
呂
の
掃
除
と
ベ
ラ

ン
ダ
の
掃
除
も
願
い
で
き
ま
す

か
？
」
と
言
わ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
と
相

談
し
「
時
間
が
あ
れ
ば
や
り
ま
す
」

と
返
事
を
し
ま
し
た
。自
宅
に
到
着

し
、
１
時
間
程
で
３
階
ま
で
階
段
で

の
荷
物
の
担
ぎ
上
げ
が
終
わ
り
ま

し
た
。そ
の
後
、
約
束
通
り
の
掃
除

を
行
い
相
談
者
の
家
を
後
に
し
ま

し
た
。車
に
戻
り
滝
の
よ
う
に
流
れ

る
汗
を
拭
き
な
が
ら
、
２
人
で
「
何

と
か
な
っ
た
ね
。頑
張
っ
た
ね
。達

成
感
あ
る
よ
ね
」
と
お
互
い
を
称
え

な
が
ら
、
少
し
清
々
し
い
気
持
ち
で

帰
り
ま
し
た
。

（
東
事
業
所

　後
藤

　淳
一
）

ゆ
い
サ
ポ
ー
ト
体
験
記

ぜひ「ひゃくさい」に投稿して下さい
機関紙「ひゃくさい」では皆様のご投稿をお待ちしています。例えば

◆うちのワンニャン
　ペットの写真と名前
◆私の長生き健康法
　日頃の健康の為の習慣
◆わが職場自慢
　デイのレク・食事自慢

◆読者エッセイ
　日記やエッセイなど
◆わたしのSDGｓ
　日常でのSDGｓの実践
　　　　　　　　等々…
　　　　お待ちしてます

ぜひ「ひゃくさい」に投稿して下さい

険
料
で
す
。特
に
介
護
保
険
料
、
医

療
保
険
料
の
負
担
は
大
き
く
な
り

ま
す
。ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
の
利
用
者
負
担
も
、
年

金
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
１
割

負
担
が
２
割
負
担
に
な
る
な
ど
、
負

担
割
合
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。70
歳
以
上
の
人
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
増
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
通
院
も
増
え
る

で
し
ょ
う
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
す
。そ

の
よ
う
な
と
き
に
、
費
用
が
増
え
る

と
、
生
活
も
き
び
し
く
な
り
ま
す
。

65
歳
か
ら
通
常
ど
お
り
年
金
を
受

給
し
て
、
使
わ
な
い
年
金
は
プ
ー
ル

し
て
将
来
に
備
え
る
と
い
う
の
も

ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
お
話
し
す
る
と
、

い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
両
方
を
理
解
し

て
選
択
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　菅
野
美
和
子
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

▲65歳 ▲70歳繰下げ申出 ▲終身

老齢基礎年金142％

老齢厚生年金142％
支給なし

繰下げ1ヵ月ごとに

0.7％増
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身
近
な
Ｓ
Ｄ
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　⑰

わ
た
し
の
S
D
G′
ｓ
　

「
は
た
ら
く
お
母
さ
ん
と
こ
ど
も
が

　
　
　
　
　
　
笑
顔
で
い
ら
れ
る
社
会
」

　
ふ
く
し
生
協
に
入
職
し
て
17
年

経
ち
ま
す
。

　
１
９
９
９
年
に
は
じ
め
て
行
橋

の
地
に
移
住
し
、
地
縁
も
血
縁
も
な

い
と
こ
ろ
で
２
人
の
子
育
て
を
し

な
が
ら
こ
の
ま
ま
、
専
業
主
婦
と
し

て
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
か
な
…
と

い
う
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。

　
出
産
前
は
都
会
の
大
学
病
院
で

働
い
て
い
ま
し
た
。技
術
進
歩
の
す

さ
ま
じ
い
医
療
業
界
を
み
て
き
た

の
で
離
職
し
て
５
年
も
経
て
ば
つ

い
て
い
け
な
く
な
る
。と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
あ
る
イ
ベ
ン
ト

で
出
会
っ
た
の
が
、「
ふ
く
し
生
協
」

で
し
た
。（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
な
…
）
よ
く
わ
か
ら

な
い
ま
ま
の
入
職
で
し
た
。

　
認
知
症
の
介
護
、
介
護
現
場
と
医

療
現
場
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
。全
く
無
知

の
介
護
保
険
。

　「
や
っ
ぱ
り
、
や
め
よ
う
か
な
。」

３
日
目
く
ら
い
で
考
え
ま
し
た
。

　
思
い
止
ま
ら
せ
た
の
は
、
こ
ど
も

た
ち
の
存
在
。嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
す
ぐ
に
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
と

こ
ろ
を
マ
マ
が
見
せ
て
し
ま
っ
た

ら
恥
ず
か
し
い
。と
り
あ
え
ず
、

１
ヶ
月
頑
張
っ
て
み
る
こ
と
に
。

１
ヶ
月
越
え
て
お
給
料
が
入
っ
た

ら
、
や
っ
ぱ
り
嬉
し
く
て
「
あ
と
も

う
ひ
と
月
が
ん
ば
る
」「
あ
と
も
う

ひ
と
月
」

　
そ
う
や
っ
て
、
日
々
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。学
童
や
保
育
所
に
子

ど
も
を
預
け
て
い
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
最
大
の
試
練
で
し
た
。休
み

に
入
っ
て
、
臨
時
で
託
児
所
に
預
け

て
み
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
下
の

子
が
馴
染
め
ず
、
こ
こ
で
「
仕
事
も

な
れ
て
き
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
子
ど

も
の
た
め
に
仕
事
諦
め
よ
う
」
と
、

思
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
「
休
み
の

間
は
子
ど
も
た
ち
を
宅
老
所
に
つ

れ
て
お
い
で
」
と
職
場
の
皆
さ
ん
が

提
案
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。な

か
に
は
反
対
の
職
員
も
い
た
で

し
ょ
う
が
、
ふ
く
し
生
協
の
「
は
た

ら
く
お
母
さ
ん
支
援
」
の
と
り
く
み

の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　
私
の
あ
と
に
入
職
し
た
は
た
ら

く
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
、
私
は
先
輩

と
し
て
限
り
な
く
応
援
し
て
き
ま

し
た
。

　
学
校
の
行
事
に
は
必
ず
出
席
し

て
も
ら
う
。P
T
A
役
員
を
や
り
た

い
人
は
積
極
的
に
な
っ
て
も
ら
う
。

ス
タ
ッ
フ
の
や
り
繰
り
が
苦
し
く

て
も
、
職
員
同
士
で
半
日
ず
つ
で
も

出
勤
し
て
も
ら
っ
て
乗
り
越
え
る
。

ど
う
に
か
こ
こ
で
が
ん
ば
っ
て
働

い
て
も
ら
っ
て
、
マ
マ
も
子
ど
も
も

笑
顔
で
い
ら
れ
る
方
法
を
考
え
て

き
ま
し
た
。

　
出
会
っ
た
頃
は
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
子
が
高
校
生
に
な
り
、
保
育
園
児

だ
っ
た
子
が
、
も
う
社
会
人
に
な
っ

て
い
る
子
も
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
職
場
を
去
っ
た
職

員
も
い
ま
す
が
、
あ
の
と
き
、
マ
マ

と
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
助
け

合
っ
て
一
緒
に
働
い
た
時
間
は
か

け
が
え
の
な
い
宝
で
す
。

　
２
０
２
５
年
に
は
全
人
口
の
３

人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
時
代
。

　
少
な
い
生
産
年
齢
人
口
で
高
齢

化
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
こ

の
世
代
の
支
援
が
絶
対
不
可
欠
！

　
男
性
も
女
性
も
な
く
平
等
に
生

き
生
き
と
仕
事
が
で
き
る
社
会
。こ

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
守
ら
れ
る
働

き
方
。

　
高
齢
者
を
支
え
る
働
く
パ
パ
マ

マ
を
支
援
す
る
こ
と
が
、「
わ
た
し

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ′
s
」
持
続
可
能
な
開
発

で
す
。

ふ
く
し
生
協
け
い
ち
く
事
業
所
　
看
護
師

M
i
y
a
g
i  

R
y
o
k
o

自然災害が起きる前に （自宅編）

＜家族で防災会議を開きましょう＞
　地震・火災・風水害に備えて、家族で以下のような話し合いをしておきましょう。

＜ガラスによるけが防止＞
　スリッパやスニーカーを手近に用意しておきましょう。特に、夜間の停電時を考えて、所定の
場所にしまっておきましょう。

＜生活必需品（非常用品）の準備＞
　災害発生後、数日間は生きていくために必要なものが供給されないという事態が発生しま
す。自宅で生活する上で必要な生活必需品を日頃から、備えておくことが大切です。また、い
ざという時に最低限必要な品をすぐに持ち出せるよう非常用持ち出し袋を準備し、置き場所
も考えておきましょう。

＜家の防火対策＞
　出火を阻止し、延焼を
食い止めることが重要で
す。そのために、住宅用消
火器や住宅用火災警報
器、漏電遮断器、感震ブ
レーカーなどの設置をあ
わせて行うことが効果的
とされています。

＜家の周囲の安全チェック＞
　植木やプロパンガスなどが転倒、落下しないように整理整頓しておきましょう。また、ブ
ロック塀や屋根瓦などの強度の確認もしておきましょう。

　本年８月８日16時43分頃に日向灘を震源とするマグニチュード7．1の地震が発生し
ました。また本年元日には能登半島地震が発生、9月には豪雨により河川の氾濫、土砂災
害が多発し、15人の尊い命が失われる二重の被害が広がりました。昨今はいつ大規模地
震や台風やゲリラ豪雨などの自然災害が発生してもおかしくないことに留意し、「日頃か
らの備え」を考えることが重要です。

自然災害が起きる前に （自宅編）

（出典：東京都防災ホームページ　https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/bousai/1000027/1000286.html）

◎家の中で安全な場所はどこか
◎応急手当の知識を身につける
◎消火器具などの安全点検
◎火気器具などの安全点検

◎避難場所、避難道路の確認
◎家族の役割分担
◎万が一の際の家族との連絡方法・集合場所
◎非常持ち出し品の点検、置き場所の確認

屋根の点検
不安定な瓦や
アンテナは補強を

植木鉢などの
整理整頓を

プロパンガスボンベ
を鎖でしっかり補強

土中に30センチ以上の基礎
部部がないもの、鉄筋が入
っていない物は危険です。
しっかり補強を

かわら

プロパンガス

ベランダの点検

ブロック塀などの
安全対策
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な
い
ま
ま
の
入
職
で
し
た
。

　
認
知
症
の
介
護
、
介
護
現
場
と
医

療
現
場
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
。全
く
無
知

の
介
護
保
険
。

　「
や
っ
ぱ
り
、
や
め
よ
う
か
な
。」

３
日
目
く
ら
い
で
考
え
ま
し
た
。

　
思
い
止
ま
ら
せ
た
の
は
、
こ
ど
も

た
ち
の
存
在
。嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た

ら
す
ぐ
に
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
と

こ
ろ
を
マ
マ
が
見
せ
て
し
ま
っ
た

ら
恥
ず
か
し
い
。と
り
あ
え
ず
、

１
ヶ
月
頑
張
っ
て
み
る
こ
と
に
。

１
ヶ
月
越
え
て
お
給
料
が
入
っ
た

ら
、
や
っ
ぱ
り
嬉
し
く
て
「
あ
と
も

う
ひ
と
月
が
ん
ば
る
」「
あ
と
も
う

ひ
と
月
」

　
そ
う
や
っ
て
、
日
々
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。学
童
や
保
育
所
に
子

ど
も
を
預
け
て
い
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
最
大
の
試
練
で
し
た
。休
み

に
入
っ
て
、
臨
時
で
託
児
所
に
預
け

て
み
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
下
の

子
が
馴
染
め
ず
、
こ
こ
で
「
仕
事
も

な
れ
て
き
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
子
ど

も
の
た
め
に
仕
事
諦
め
よ
う
」
と
、

思
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
「
休
み
の

間
は
子
ど
も
た
ち
を
宅
老
所
に
つ

れ
て
お
い
で
」
と
職
場
の
皆
さ
ん
が

提
案
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。な

か
に
は
反
対
の
職
員
も
い
た
で

し
ょ
う
が
、
ふ
く
し
生
協
の
「
は
た

ら
く
お
母
さ
ん
支
援
」
の
と
り
く
み

の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　
私
の
あ
と
に
入
職
し
た
は
た
ら

く
お
母
さ
ん
た
ち
に
も
、
私
は
先
輩

と
し
て
限
り
な
く
応
援
し
て
き
ま

し
た
。

　
学
校
の
行
事
に
は
必
ず
出
席
し

て
も
ら
う
。P
T
A
役
員
を
や
り
た

い
人
は
積
極
的
に
な
っ
て
も
ら
う
。

ス
タ
ッ
フ
の
や
り
繰
り
が
苦
し
く

て
も
、
職
員
同
士
で
半
日
ず
つ
で
も

出
勤
し
て
も
ら
っ
て
乗
り
越
え
る
。

ど
う
に
か
こ
こ
で
が
ん
ば
っ
て
働

い
て
も
ら
っ
て
、
マ
マ
も
子
ど
も
も

笑
顔
で
い
ら
れ
る
方
法
を
考
え
て

き
ま
し
た
。

　
出
会
っ
た
頃
は
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
子
が
高
校
生
に
な
り
、
保
育
園
児

だ
っ
た
子
が
、
も
う
社
会
人
に
な
っ

て
い
る
子
も
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
職
場
を
去
っ
た
職

員
も
い
ま
す
が
、
あ
の
と
き
、
マ
マ

と
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
助
け

合
っ
て
一
緒
に
働
い
た
時
間
は
か

け
が
え
の
な
い
宝
で
す
。

　
２
０
２
５
年
に
は
全
人
口
の
３

人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
時
代
。

　
少
な
い
生
産
年
齢
人
口
で
高
齢

化
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
こ

の
世
代
の
支
援
が
絶
対
不
可
欠
！

　
男
性
も
女
性
も
な
く
平
等
に
生

き
生
き
と
仕
事
が
で
き
る
社
会
。こ

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
守
ら
れ
る
働

き
方
。

　
高
齢
者
を
支
え
る
働
く
パ
パ
マ

マ
を
支
援
す
る
こ
と
が
、「
わ
た
し

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ′
s
」
持
続
可
能
な
開
発

で
す
。

ふ
く
し
生
協
け
い
ち
く
事
業
所
　
看
護
師

M
i
y
a
g
i  

R
y
o
k
o

自然災害が起きる前に （自宅編）

＜家族で防災会議を開きましょう＞
　地震・火災・風水害に備えて、家族で以下のような話し合いをしておきましょう。

＜ガラスによるけが防止＞
　スリッパやスニーカーを手近に用意しておきましょう。特に、夜間の停電時を考えて、所定の
場所にしまっておきましょう。

＜生活必需品（非常用品）の準備＞
　災害発生後、数日間は生きていくために必要なものが供給されないという事態が発生しま
す。自宅で生活する上で必要な生活必需品を日頃から、備えておくことが大切です。また、い
ざという時に最低限必要な品をすぐに持ち出せるよう非常用持ち出し袋を準備し、置き場所
も考えておきましょう。

＜家の防火対策＞
　出火を阻止し、延焼を
食い止めることが重要で
す。そのために、住宅用消
火器や住宅用火災警報
器、漏電遮断器、感震ブ
レーカーなどの設置をあ
わせて行うことが効果的
とされています。

＜家の周囲の安全チェック＞
　植木やプロパンガスなどが転倒、落下しないように整理整頓しておきましょう。また、ブ
ロック塀や屋根瓦などの強度の確認もしておきましょう。

　本年８月８日16時43分頃に日向灘を震源とするマグニチュード7．1の地震が発生し
ました。また本年元日には能登半島地震が発生、9月には豪雨により河川の氾濫、土砂災
害が多発し、15人の尊い命が失われる二重の被害が広がりました。昨今はいつ大規模地
震や台風やゲリラ豪雨などの自然災害が発生してもおかしくないことに留意し、「日頃か
らの備え」を考えることが重要です。

自然災害が起きる前に （自宅編）

（出典：東京都防災ホームページ　https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/bousai/1000027/1000286.html）

◎家の中で安全な場所はどこか
◎応急手当の知識を身につける
◎消火器具などの安全点検
◎火気器具などの安全点検

◎避難場所、避難道路の確認
◎家族の役割分担
◎万が一の際の家族との連絡方法・集合場所
◎非常持ち出し品の点検、置き場所の確認

屋根の点検
不安定な瓦や
アンテナは補強を

植木鉢などの
整理整頓を

プロパンガスボンベ
を鎖でしっかり補強

土中に30センチ以上の基礎
部部がないもの、鉄筋が入
っていない物は危険です。
しっかり補強を

かわら

プロパンガス

ベランダの点検

ブロック塀などの
安全対策
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▼
ひ
ゃ
く
さ
い
９
月
号
の「
職
員
リ

レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
面
白
く
読
み
ま
し

た
。私
も
30
年
前
ま
で
は
、
病
院
現
場

で
働
い
て
い
ま
し
た
。か
つ
て
、
看
護

学
生
の
時
、
死
体
解
剖
を
見
学
し
た

後
、
夕
食
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。（
次
の
日
は
、

ケ
ロ
ッ
と
し
て
い
ま
し
た
が…

。）
そ

れ
に
し
て
も
、
今
の
介
護
の
現
場
は
、

ま
す
ま
す
悪
く
な
る
一
方
で
す
ね
。皆

様
の
頑
張
り
を
期
待
し
ま
す
。

（
糸
島
市
・
東

　芙
美
子
）

　
▼
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
父
・
田
原

淳
氏
、
早
速
図
書
館
に
頼
ん
で
い
ま

す
。ノ
ー
ベ
ル
賞
を
超
え
る
方
が
お
ら

れ
た
な
ん
て
、
す
ご
い
こ
と
で
す
。田

原
氏
の
業
績
は
、
ほ
ん
と
に
偉
大
す

ぎ
た
の
で
し
ょ
う
。文
庫
の
主
人
公
、

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
る
こ
）

　
▼
主
人
が
幼
い
頃
、
お
父
さ
ん
と

映
画
館
に
行
っ
た
時
の
話
。突
然
、
館

内
放
送
で
呼
び
出
し
が
あ
り
、
急
い

で
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
、
自
宅
の
屋
根

が
一
部
台
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。う
そ
の
よ
う
な
ほ
ん
と

の
話
で
す
。

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
・
谷
田

　悦
子
）

　
▼
事
業
所
地
域
活
動
紹
介
・
み
ん

な
の
文
芸
広
場
、楽
し
み
に
見
て
い
ま

す
。

（
み
や
こ
町
・
斉
藤

　桃
枝
）

　
▼
最
近
、
急
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。

体
調
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
楽
し
く

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。管

理
者
の
猪
木
原
さ
ん
の
お
話
、
く
す
っ

と
笑
い
な
が
ら
も
、
介
護
を
志
し
た

経
緯
に
も
共
感
し
な
が
ら
私
も
頑
張

ら
ね
ば
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

「
ぬ
く
も
り
」
の
職
員
さ
ん
の
事
を
大

切
に
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
ー
と
。猪

木
原
さ
ん
、こ
れ
か
ら
色
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
負
け
ず
に
!!!
フ
ァ
イ

ト
！
！
！
！
！

（
福
岡
市
城
南
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ひ
ら
ぴ
ー
）

　
▼
な
に
な
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で

巨
峰
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
成
で
す
か
。

ワ
ァ
ー
し
っ
か
り
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
頂

き
ま
し
た
。で
っ
か
い
ミ
カ
ン
作
成
。

ミ
カ
ン
の
木
に
下
げ
た
〜
い
。レ
モ
ン

や
柿
は
こ
の
方
法
で
作
成
し
た
の
が

店
に
売
っ
て
ま
し
た
。「
あ
〜
〜
〜
ワ

ク
ワ
ク
」（

水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

　
▼
９
月
27
日
の
総
裁
選
を
前
に
ま

る
で
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ッ
ク
の
ご
と
き
９
人

の
候
補
者
が
次
々
に
登
場
し
そ
れ
ぞ

れ
が
言
い
た
い
事
を
言
い
、
裏
金
問
題

に
は
口
を
つ
ぐ
み
あ
き
れ
る
ば
か
り

で
す
。誰
が
な
っ
て
も
自
民
党
、
私
達

の
暮
し
が
良
く
な
る
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
。総
選
挙
ほ
ぼ
き
ま
り
の
よ
う
で

す
。国
民
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
く

れ
る
候
補
者
の
必
勝
を
目
ざ
し
て
力

を
つ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
彼
岸
花
や
っ
と
咲
き
ク
リ
ー
ム

色
と
赤
が
見
事
で
す
。年
金
の
誕
生

秘
話
に
は
驚
き
ま
し
た
が…

「
皆
年

金
」よ
か
っ
た
で
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
長
野

　光
子
）

　▼
や
っ
と
涼
し
く
な
り
ま
し
た
ネ

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。キ
ン
モ
ク
セ
イ

が
か
お
っ
て
き
て
い
ま
す
、秋
で
す
ね
。

（
粕
屋
町
・
武
田

　和
子
）

　
▼
楽
し
ん
で
読
ま
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。み
な
さ
ん
の
温
か
さ
が
嬉
し

い
。大
変
で
し
ょ
う
け
れ
ど
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。早
く
い
い
世
の
中
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
寒
く
な
り

ま
す
。お
身
体
に
気
を
つ
け
て
!!

（
福
岡
市
早
良
区
・
花
田

　玲
子
）

　
▼「
10
月
か
ら
の
郵
便
料
金
値
上

げ
は
イ
タ
イ
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら

既
存
の
ハ
ガ
キ
に
22
円
分
の
切
手
を

貼
り
足
し
て
い
ま
す
。新
聞
等
の
投
稿

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ネ
ッ

ト
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ふ
く
し
生
協

で
も
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼「
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
ぬ
く
も
り
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。私
は
２
０
０
０
年
３
月
に
ぬ

く
も
り
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
２
級
課
程
を
受
け
、短
い
期
間
で
し

た
が
働
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

と
て
も
な
つ
か
し
く
読
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

（
粕
屋
町
・
合
屋
美
智
子
）

　
▼
知
恵
の
輪
〜
コ
ラ
ム
の
年
金
制

度
の
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

（
飯
塚
市
・
富
田

　純
子
）

　
▼
彼
岸
が
過
ぎ
大
分
涼
し
く
な
り

ま
し
た
。皆
様
方
健
康
第
一
で
ぼ
ち
ぼ

ち
で
や
っ
て
下
さ
い
。

（
水
巻
町
・
山
下

　俊
次
）

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）

９
月
理
事
会
よ
り

◉
生
協
強
化
月
間
方
針
に
つ
い
て
、
生
協

組
織
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
、
地
域
と

の
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

◉
２
０
２
４
年
度
最
低
賃
金
改
定
に
伴
う

法
人
の
対
応
と
、
新
し
い
人
事
制
度
の

確
立
と
運
用
に
つ
い
て
提
案
が
さ
れ
、

改
定
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

10
月
理
事
会
よ
り

◉
冬
季
一
時
金
支
給
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

◉
水
巻
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
業

務
（
学
童
保
育
事
業
）
に
つ
い
て
次
年

度
の
委
託
へ
の
応
募
を
お
こ
な
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

◉
宅
老
所
青
葉
も
や
い
の
家
の
土
地
・
建

物
を
売
却
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

◉
新
組
合
債
の
募
集
期
間
の
延
長
と
目
標

額
の
再
設
定
を
決
定
し
ま
し
た
。

79
▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉わ
が
子
の
成
長
は
親
の
願
い
で
す

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

と
げ
に
覆
わ
れ
た

殻
に
入
っ
て
い
ま
す

結
婚
式
の
来
賓
が
述
べ
ま
す

長
〜
、
敬
〜
、
〜
人

裁
判
な
ど
で
事
実
か
ど
う
か
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

押
し
入
れ
な
ど
に
し
ま
っ
て
あ
る

防
寒
具
を
取
り
出
し
ま
す

童
謡
「
♪
静
か
な
静
か
な
〜
の
秋
」

フ
ラ
ン
ス
の
大
衆
歌
謡
の
こ
と

出
番
が
来
る
ま
で
こ
こ
で
待
機

次
回
は
ど
う
な
る
か…

、
〜
編

変
化
。
物
価
の
〜

前
も
っ
て
わ
か
る
こ
と
。
地
震
の
〜

十
分
に
整
っ
て
い
な
い
こ
と
。

書
類
の
〜

1011141618 9 57 4 3 2 １

♪
か
ご
め
か
ご
め
、
〜
の
正
面
だ
ー
れ

今
年
は
11
月
８
日
で
す

売
買
や
請
負
の
契
約
を
得
る
た
め
に

金
額
な
ど
の
条
件
を
提
示
す
る
こ
と

弟
や
妹
は
私
よ
り…

税
金
申
告
で
、
あ
る
金
額
を

差
し
引
く
こ
と
。
扶
養
〜

席
を
確
保
す
る
た
め
に
あ
ら
か
じ
め

電
話
な
ど
で…

英
語
で
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
」

す
ぐ
寝
る
と
牛
に
な
る
よ
と
言
わ
れ
ま
す

親
の
お
父
さ
ん

頭
が
金
属
製
あ
る
い
は
木
製
の
、

物
を
た
た
く
道
具

思
い
出
に
残
る
こ
と
が
あ
っ
た
日
。
結
婚
〜

151920 1317 12 10 8 46 １

前回の答（№78） （
タ
イ
フ
ウ
イ
ツ
カ
）

理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。正
解
者
か
ら
抽
選
で
　

名
に
Q
U
O（
ク
オ
）カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

11

9

1 5

19 20

17 18

10 12

8 98

15

4

6

32

■
ク
イ
ズ
に
解
答
い
た
だ
い
た
、
左
記

10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円

券
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　　
合
屋
美
智
子（
糟
屋
郡
粕
屋
町
）

　
成
富
　
邦
子（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

　
長
野
　
光
子（
福
岡
市
東
区
）

　
板
山
　
一
子（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

　
亀
丸
　
洋
子（
福
岡
市
東
区
）

　
永
島
多
佳
子（
福
岡
市
早
良
区
）

　
東
　
芙
美
子（
糸
島
市
二
丈
吉
井
）

　
斉
藤
　
桃
枝（
京
都
郡
み
や
こ
町
）

　
江
上
　
淑
子（
遠
賀
郡
水
巻
町
）

　
谷
田
　
悦
子（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）

■
前
回
の
答
え
は「
台
風
一
過
」で
し
た
。
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7
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事業 事業高
累計

予算比 剰余高 剰余高
累計

予算比

1億
2476万

7億
5885万

90.6％
△
761万

△
4365万

△
95.6％

719万 4316万 100％ 108万 342万 102.6％

1億
3195万

8億
202万

△
653万

△
4023万

福祉
事業

学童
事業

合計

〇9月度事業状況　　　　（単位：千円）
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▼
ひ
ゃ
く
さ
い
９
月
号
の「
職
員
リ

レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
面
白
く
読
み
ま
し

た
。私
も
30
年
前
ま
で
は
、
病
院
現
場

で
働
い
て
い
ま
し
た
。か
つ
て
、
看
護

学
生
の
時
、
死
体
解
剖
を
見
学
し
た

後
、
夕
食
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。（
次
の
日
は
、

ケ
ロ
ッ
と
し
て
い
ま
し
た
が…

。）
そ

れ
に
し
て
も
、
今
の
介
護
の
現
場
は
、

ま
す
ま
す
悪
く
な
る
一
方
で
す
ね
。皆

様
の
頑
張
り
を
期
待
し
ま
す
。

（
糸
島
市
・
東

　芙
美
子
）

　
▼
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
父
・
田
原

淳
氏
、
早
速
図
書
館
に
頼
ん
で
い
ま

す
。ノ
ー
ベ
ル
賞
を
超
え
る
方
が
お
ら

れ
た
な
ん
て
、
す
ご
い
こ
と
で
す
。田

原
氏
の
業
績
は
、
ほ
ん
と
に
偉
大
す

ぎ
た
の
で
し
ょ
う
。文
庫
の
主
人
公
、

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
る
こ
）

　
▼
主
人
が
幼
い
頃
、
お
父
さ
ん
と

映
画
館
に
行
っ
た
時
の
話
。突
然
、
館

内
放
送
で
呼
び
出
し
が
あ
り
、
急
い

で
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
、
自
宅
の
屋
根

が
一
部
台
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。う
そ
の
よ
う
な
ほ
ん
と

の
話
で
す
。

（
北
九
州
市
小
倉
南
区
・
谷
田

　悦
子
）

　
▼
事
業
所
地
域
活
動
紹
介
・
み
ん

な
の
文
芸
広
場
、楽
し
み
に
見
て
い
ま

す
。

（
み
や
こ
町
・
斉
藤

　桃
枝
）

　
▼
最
近
、
急
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。

体
調
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
楽
し
く

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。管

理
者
の
猪
木
原
さ
ん
の
お
話
、
く
す
っ

と
笑
い
な
が
ら
も
、
介
護
を
志
し
た

経
緯
に
も
共
感
し
な
が
ら
私
も
頑
張

ら
ね
ば
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

「
ぬ
く
も
り
」
の
職
員
さ
ん
の
事
を
大

切
に
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
ー
と
。猪

木
原
さ
ん
、こ
れ
か
ら
色
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
負
け
ず
に
!!!
フ
ァ
イ

ト
！
！
！
！
！

（
福
岡
市
城
南
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
ひ
ら
ぴ
ー
）

　
▼
な
に
な
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で

巨
峰
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
成
で
す
か
。

ワ
ァ
ー
し
っ
か
り
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
頂

き
ま
し
た
。で
っ
か
い
ミ
カ
ン
作
成
。

ミ
カ
ン
の
木
に
下
げ
た
〜
い
。レ
モ
ン

や
柿
は
こ
の
方
法
で
作
成
し
た
の
が

店
に
売
っ
て
ま
し
た
。「
あ
〜
〜
〜
ワ

ク
ワ
ク
」（

水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

　
▼
９
月
27
日
の
総
裁
選
を
前
に
ま

る
で
テ
レ
ビ
ジ
ャ
ッ
ク
の
ご
と
き
９
人

の
候
補
者
が
次
々
に
登
場
し
そ
れ
ぞ

れ
が
言
い
た
い
事
を
言
い
、
裏
金
問
題

に
は
口
を
つ
ぐ
み
あ
き
れ
る
ば
か
り

で
す
。誰
が
な
っ
て
も
自
民
党
、
私
達

の
暮
し
が
良
く
な
る
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
。総
選
挙
ほ
ぼ
き
ま
り
の
よ
う
で

す
。国
民
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
く

れ
る
候
補
者
の
必
勝
を
目
ざ
し
て
力

を
つ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
彼
岸
花
や
っ
と
咲
き
ク
リ
ー
ム

色
と
赤
が
見
事
で
す
。年
金
の
誕
生

秘
話
に
は
驚
き
ま
し
た
が…

「
皆
年

金
」よ
か
っ
た
で
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
長
野

　光
子
）

　▼
や
っ
と
涼
し
く
な
り
ま
し
た
ネ

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。キ
ン
モ
ク
セ
イ

が
か
お
っ
て
き
て
い
ま
す
、秋
で
す
ね
。

（
粕
屋
町
・
武
田

　和
子
）

　
▼
楽
し
ん
で
読
ま
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。み
な
さ
ん
の
温
か
さ
が
嬉
し

い
。大
変
で
し
ょ
う
け
れ
ど
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。早
く
い
い
世
の
中
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。こ
れ
か
ら
寒
く
な
り

ま
す
。お
身
体
に
気
を
つ
け
て
!!

（
福
岡
市
早
良
区
・
花
田

　玲
子
）

　
▼「
10
月
か
ら
の
郵
便
料
金
値
上

げ
は
イ
タ
イ
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら

既
存
の
ハ
ガ
キ
に
22
円
分
の
切
手
を

貼
り
足
し
て
い
ま
す
。新
聞
等
の
投
稿

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ネ
ッ

ト
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ふ
く
し
生
協

で
も
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
匿
名
希
望
）

　
▼「
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
ぬ
く
も
り
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。私
は
２
０
０
０
年
３
月
に
ぬ

く
も
り
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
２
級
課
程
を
受
け
、短
い
期
間
で
し

た
が
働
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

と
て
も
な
つ
か
し
く
読
ま
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

（
粕
屋
町
・
合
屋
美
智
子
）

　
▼
知
恵
の
輪
〜
コ
ラ
ム
の
年
金
制

度
の
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

（
飯
塚
市
・
富
田

　純
子
）

　
▼
彼
岸
が
過
ぎ
大
分
涼
し
く
な
り

ま
し
た
。皆
様
方
健
康
第
一
で
ぼ
ち
ぼ

ち
で
や
っ
て
下
さ
い
。

（
水
巻
町
・
山
下

　俊
次
）

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）

９
月
理
事
会
よ
り

◉
生
協
強
化
月
間
方
針
に
つ
い
て
、
生
協

組
織
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
、
地
域
と

の
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

◉
２
０
２
４
年
度
最
低
賃
金
改
定
に
伴
う

法
人
の
対
応
と
、
新
し
い
人
事
制
度
の

確
立
と
運
用
に
つ
い
て
提
案
が
さ
れ
、

改
定
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

10
月
理
事
会
よ
り

◉
冬
季
一
時
金
支
給
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

◉
水
巻
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
業

務
（
学
童
保
育
事
業
）
に
つ
い
て
次
年

度
の
委
託
へ
の
応
募
を
お
こ
な
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

◉
宅
老
所
青
葉
も
や
い
の
家
の
土
地
・
建

物
を
売
却
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

◉
新
組
合
債
の
募
集
期
間
の
延
長
と
目
標

額
の
再
設
定
を
決
定
し
ま
し
た
。

79
▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉わ
が
子
の
成
長
は
親
の
願
い
で
す

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

と
げ
に
覆
わ
れ
た

殻
に
入
っ
て
い
ま
す

結
婚
式
の
来
賓
が
述
べ
ま
す

長
〜
、
敬
〜
、
〜
人

裁
判
な
ど
で
事
実
か
ど
う
か
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

押
し
入
れ
な
ど
に
し
ま
っ
て
あ
る

防
寒
具
を
取
り
出
し
ま
す

童
謡
「
♪
静
か
な
静
か
な
〜
の
秋
」

フ
ラ
ン
ス
の
大
衆
歌
謡
の
こ
と

出
番
が
来
る
ま
で
こ
こ
で
待
機

次
回
は
ど
う
な
る
か…

、
〜
編

変
化
。
物
価
の
〜

前
も
っ
て
わ
か
る
こ
と
。
地
震
の
〜

十
分
に
整
っ
て
い
な
い
こ
と
。

書
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今
年
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月
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日
で
す

売
買
や
請
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の
契
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を
得
る
た
め
に

金
額
な
ど
の
条
件
を
提
示
す
る
こ
と

弟
や
妹
は
私
よ
り…

税
金
申
告
で
、
あ
る
金
額
を

差
し
引
く
こ
と
。
扶
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に
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ん
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が
金
属
製
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る
い
は
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の
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を
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出
に
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る
こ
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。
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完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。正
解
者
か
ら
抽
選
で
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に
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）カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
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90.6％
△
761万

△
4365万

△
95.6％

719万 4316万 100％ 108万 342万 102.6％

1億
3195万

8億
202万

△
653万

△
4023万

福祉
事業

学童
事業

合計

〇9月度事業状況　　　　（単位：千円）



2024年（令和６年）11月発行No.130

ふくし生協

2024年
（令和６年）

11月発行
No.130

福岡県高齢者福祉生活協同組合
〒810-0801 福岡市博多区中洲5丁目 1-22 松月堂ビル6F
TEL.092-282-1431　FAX.092-282-1433
E-mail：honbu@fukushiseikyou.jp
発行責任者：代表理事　花田 眞人
編集責任者：広報委員会

検索
ご投稿ありがとうございます。

みんなの

文芸文芸文芸
広 場

好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい ◀
ほ
の
ぼ
の
消
し
ゴ
ム
版
画
作
品

（
版：加
治
美
千
代
　字：鶴
田
輝
子
）

◀
ミ
ナ
ミ・デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
皆
さ
ん
の
作
品

ごまちゃん　4歳
3.8キロ　女の子です。
車のエンジンルームで
オイルまみれで
見つかったごまちゃん
今ではこんなに
べっぴんさんになりました。

本
部
へ
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す

直方事業所　田代 直世さん
ごまちゃん ♀

◀
長
野
光
子（
福
岡
市
東
区
）

◀
江
上
淑
子（
水
巻
町
）

（12）

利　　率 年1.0%（単利・自動継続）
中途解約の場合、１年未満は無利息、１年以上２年未
満は年0.25%、２年以上３年未満は年0.5%の金利と
します。

　
ひ
ゃ
く
さ
い
１
２
９
号
に
同
封
し
ま
し
た
新
組
合
債
の
取
り
組
み
協

力
の
お
願
い
に
つ
き
ま
し
て
、10
月
31
日
の
募
集
期
限
ま
で
に
４
１
６
６

万
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
以
降
、
当
初
目
標
額
の
達
成
を
目
指
し
、
来
年
１
月
ま
で
募
集
期

間
を
延
長
い
た
し
ま
す
。皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
ふ
く
し
生

協
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。是
非
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
度「
設
備
投
資

の
た
め
の
組
合
債
」に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合

員
の
皆
様
へ

　
こ
の
度
は
、「
設
備
投
資
の

た
め
の
組
合
債
」（
２
０
２
１

年
度
発
行
）へ
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
を

持
ち
ま
し
て
、水
巻
事
業
所

「
に
じ
い
ろ
赤
と
ん
ぼ
」、福
津

事
業
所「
宅
老
所
第
２
た
ん
ぽ

ぽ
」は
い
ず
れ
も
拡
大
移
転
を

お
こ
な
い
、多
く
の
ご
利
用
者

様
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
後
と
も
、組
合
活
動
へ
の

ご
協
力
と
共
に
、ご
指
導
、ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新組合債募集期間を延長します!新組合債募集期間を延長します!

募集期間 2024年８月１日～2025年１月31日
※延長しました！
※募集目標上限金額に達した時点で募集を終了します。

募集目的 施設等に係る老朽化対策とBCP対応のため
の資金づくり

利息満期期間はお申込日から３年間満期期間

３万円以上（１口１万円・３口以上でお願いします。）
なお、お申込み限度額を、お１人様1000万円までとさせて
いただきます。

申込単位

福岡県高齢者福祉生活協同組合の組合員応募資格

7,000万円（現在の到達点4,166万円）募集金額


